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2021 年度事業報告（幼稚園） 

１．基本方針  

 広島女学院ゲーンス幼稚園は、次のことを目標とする。 

○子ども一人ひとりが、神様から愛されたかけがえのない存在であることを知り、受け入れられていることを感じる。 ○身近な自然や環境との関わりを通して、健康な心身を育み、豊かな情操を培う。 

○子どもが、お互いの個性の違いを認め合い、共に育ちあう。 

この目標を達成するために 2018－2022 年度の 5 か年で、（１）キリスト教保育の実践、（２）持続可能な幼稚園教育活動及び業務の計画、（３）開園 130 周年（2021 年）記念事業に取り組む。 

その 4 年次、2021 年度は ①キリスト教保育についての実践的共通理解 ②子ども・子育て支援事業の充実 ③職務の合理化・省力化の継続 ④施設設備計画 ⑤130 周年記念事業 に取り組むこととする。 

２．具体的アクション 

第 2 次中期計画 

（行動計画） 

2021 年度事業計画 目標達成のための手段等 具体的な目標（数値目標） 執行状況 

及び課題と対応 

（１）キリスト教保育の実践 

 ア 全教職員による建学 

の精神の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 新任研修計画と保育 

内容データベース活 

用 

 

 

（２）持続可能な幼稚園の実現 

 ア 子育て支援諸活動と

幼大連携の連動プロジ

ェクトの推進 

 

 

 

 

 

 

 

（１）キリスト教保育についての実践的共通理解 

① 2020-2021 年度は、5 年ぶりに教職員の異動がなく、チー

ムとしてのステップアップを刻むことができる。しかし

ながら、9 クラス担任 9 名のうち、2 年目 3 名、3 年目 3

名、4 年目 1 名、10 年以上 2 名という、経験の浅い保育

者が多い体制であり、若い世代が本園のキリスト教保育

の実践を担うことを踏まえ、若手保育者自身が神様に愛

されている安心感を抱くことができることに重点を置

きながら、子どもたち共にイエス様と出会うことができ 

るようになる。 

 

 

② 保育者研修計画―第４段階 

「一人ひとり」と「みんな一緒に」の両輪の確立 

 

 

 

（２）安定した園運営とこれからの構想 

① 子ども・子育て支援事業の充実 

・保育時間終了後、安心して過ごせる環境づくりに段階的

に取り組みの継続。 

・育児相談と居場所づくりの継続。 

・幼大連携による子育て支援を実現するための環境整備

の継続。 

  ・不登校児童の居場所事業 放課後児童の遊び場提供の

充実。 

 

 

（１） 保育実践 

① ・子どもを丸ごと受容し、共感的にか 

かわる 

・祈りを中心とした生活 

・自由遊びの環境構成 

 

 

 

 

 

 

 

②  保育マニュアル「保育のこころえ」   

の見直し。保育実践アーカイブス

「保育の宝箱」の量的な充実を図る。 

 

 

（２）経営の安定化 

① 子ども・子育て支援事業の充実 

既存施設の有効活用、牛田山荘 大

学グラウンドを活用した子育て支

援、不登校児童の居場所提供事業 

 

 

 

 

 

 

（１） 

①キリスト教保育を理解し、 

本園への入園を選択する家庭との出会

い。園児 200 名の確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②わらべうた、手遊び、体操、素話他、 

100 のコンテンツ登録を目指す。 

 

 

 

（２） 

① 園庭や保育室、ホールでの集会が過密

にならないように、４㎡／保護者１名

を守る。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

①対面での入園説明会、施設見学

会が実施できない状況であった

が、分散型の園庭開放ファミリー

デイの場を「施設見学会」を兼ね

る形にし、「入園説明会」について

は限定 YouTube 動画配信にて行

い、必要な定員を満たす入園児と

の出会いが与えられた。 

2021 年 5 月 1 日時点 194 名 

2022 年 1 月 1 日時点 204 名 

 

② 2022 年 3 月 3 日現在、103 コ 

ンテンツ。 

  

  

 

（２） 

①感染状況に合わせ5つのステー

ジを設け、保護者とも共有し、各

行事や保護者の活動（みぎわ会）

を、段階的に実施することができ

た。休園措置 1 回、学級閉鎖措置

2 回を適時、教育委員会の指針に

則り講じたが、園内でのクラスタ

ー発生を抑えることができた。 
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イ 施設・設備計画 

 

 

 

 

 

 

ウ 業務体制の見直し・ 

業務の効率化 

 

 

 

 

 

（３）開園 130 周年記念事業 

の推進 

 

 

②施設設備計画 

１）空調の段階的更新 第４期 

２）照明の LED 化、第３年次 

３）年少トイレのリフォーム 

４）玄関門扉の電子錠 

 

 

③職務の合理化・省力化 

・子育て支援事業の業務効率化計画第２年次  

・情報端末としてスマホ導入 

 

 

  

 

（３）幼稚園開園 130 周年記念出版事業 

（2020、21、22 年度） 

・『水辺の物語』の出版済 

・『つながるいのちと食－土づくり、園芸、果樹、おやつ 

作り、野外調理』編集 

・『森の幼稚園と根の育ち－ケヤキの木の物語』構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 施設設備整備計画 

・空調の更新計画４年次 

（つき組、ほし組） 

・保護者室の照明の LED 化 

・手洗いスペースの拡張と安全性確保 

・玄関門のセキュリティアップ 

 

③ ホームページの更新と学年ブログ 

・スマホの段階的導入により、保育リア 

ルタイムブログ 

・保育者間の情報共有ネットワーク構 

想 

 

 

（３）出版 

第 1 弾『水辺の物語』に続く第 2 弾

『つながるいのちと食－土づくり、

園芸、果樹、おやつ作り、野外調理（仮

称）』の編集、刊行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年少トイレでの事故・怪我発生件数０

を目指す。 

 

 

 

 

 

③ 労働時間の短縮、2020 年度より、年間

50 時間の削減を目指す。 

 

 

 

 

 

（３） 

・2021 年 10 月の刊行を目指す。 

 

②昨年度頻発した年少トイレで

の事故・怪我は０件であった。年

間を通した総括は、３月末日に実

施。 

 

 

 

③ 労働時間の管理を法人の導入

した勤怠管理システムで行う

一方、保育関連業務の簡素化、

効率化を目指して業務改善を

実施。感染防止の観点からも、

園児と保育者が一緒に食事を

とらないこととし、保育時間

中に保育者全員が休憩をとる

ことが実現。指導案、保育日誌

のペーパーレス化、教諭会ミ

ーティングの分散と時間短

縮、行事の見直しなど、業務の

改善を行い、時間短縮を実現。 

 

（３） 

・2022 年 3 月に刊行した。 
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区分   小学校名 入学者数 

公立 東区 早稲田 15 

    牛田 25 

    尾長 4 

    温品 1 

    戸坂 1 

    牛田新町 1 

  中区 白島 2 

    袋町 1 

    千田 1 

    幟町 3 

  南区 荒神町 1 

    宇品 1 

    大河 1 

    段原 1 

  西区 三篠 1 

    長束西 1 

    原南 1 

    春日野 1 

    原 1 

  安芸郡 府中中央 1 

国立 広島大学附属東雲小学校 1 

私立 広島三育学院小学校 1 

私立 安田小学校 1 

  AIC 国際学院広島初等部 1 

福岡 久留米市立 南 1 

千葉 松戸市立 八ヶ崎第二 1 

大阪 柏原市立 堅下 1 

神奈川 川崎市立 片平 1 

  卒園総数 72 

 

２０２１年度卒園児就学先一覧 

 

 


